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［ 磁石の内蔵による併用注意 ］
PICO陰圧維持管理装置は磁石を内蔵している
ため、併用機器の故障の可能性があります。

ペースメーカー、除細動器、シャントバルブ、神経刺激装置、人工内耳等の埋め込み型装置、インシュリンポンプ等の
生命維持管理装置を併用する場合、陰圧維持管理装置から10cm以上離してください。

措置方法

ドレッシング交換やPICO◊ 本体交換のため、あなたの担当の
先生が指示したとおり、病院に来てください。
以下の事項にあてはまったら、病院で適切な処置が必要となります。
すみやかに病院に連絡し、指示に従ってください。

PICO 本体の機能が
停止してしまった場合
（電池を交換しても再稼働しない時）

ドレッシングが
剥がれてしまった時や
ドレッシングの縁まで
滲出液が
染み出てきた時

ポート部分に滲出液が
染み出てきた時

低陰圧の表示灯が点滅したので
6ページの手順に従い対応したが
表示灯の点滅が改善しない場合

あなたの創傷に以下の症状が
ある時

発熱がある

PICO 本体に何か不良が
起こった時（器械が壊れた時）

・創傷に熱を感じる
・痛みが強くなった
・創傷の周りが赤くなった（腫れてきた）
・悪臭がする
・出血している
  （ドレッシングが赤く染みてきた）

また、上記以外のことで何か気になったことや、使用中にPICO 創傷治療システムの調子がおか
しかったなどありましたら、病院訪問時にあなたの担当の先生に伝えてください。

し ん し ゅ つ え き

ドレッシング交換
アラームが点滅した時

こんな時は病院に行きましょう5
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